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九
州
大
学
の
活
動
報
告

多
文
化
的
視
点
を
醸
成

北
ア
フ
リ
カ
地
域
と
の
学
術
交
流

２
０
２
５
年
９
月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
九

州
大
学
国
際
戦
略
企
画
室
、
農
学
研
究
院
・
芸
術
工

学
研
究
院
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ

Ｕ
）
、
国
東
半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協

議
会
の
協
力
の
も
と
、
モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ル
・
ア
ハ
ワ

イ
ン
大
学
（
Ａ
Ｉ
Ｕ
）
お
よ
び
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
メ
デ

ィ
テ
レ
ー
ニ
ア
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｍ
Ｓ
Ｂ
）
か
ら
学
生
２
名
・
教
員
２
名
を
招
へ
い

し
、
学
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
世
界
農
業
遺
産

９
月
13
日
に
は
、
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
関
す

る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｓ
の
理
念
や
認
定
基
準
、
国
際
的
な
意
義
に
つ
い
て

体
系
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
・
モ
ロ
ッ
コ
・
チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
各
地
域
が
抱
え
る
農
業
・
農
村
の
課
題

を
比
較
検
討
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
農
業
が
単
な

る
生
産
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
文
化
、
食
の

伝
統
、
景
観
、
社
会
構
造
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
あ
り
方
や

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て
多
角
的
な

視
点
か
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

翌
14
日
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
モ
ロ
ッ
コ
・
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
農
業

遺
産
候
補
地
や
特
産
品
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
発
表
を
通
じ
て
、
地
域
資
源
の
価
値
や
課
題
を

共
有
し
、
農
業
遺
産
の
認
定
に
向
け
た
視
点
や
戦
略

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
日
本
有
数
の
農
産
物
直
売
所
Ｊ
Ａ
糸

島
産
直
市
場
「
伊
都
菜
彩
」
を
訪
問
し
、
地
域
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
流
通
の
実
践
例
を
現
地
で

学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
域
資
源
の
価
値
を
高

め
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
や
消
費
者
と
の
関
係
構

築
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

■
創
造
農
村
デ
ザ
イ
ン
演
習

９
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
は
、
八
女
市
黒
木

町
笠
原
地
区
「
え
が
お
の
森
」
を
拠
点
に
、
合
宿
形

式
の
演
習
「
創
造
農
村
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
を
実
施
し

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
469
回

＝
特
別
連
載
＝

ベンサイダ・カウラ
（九州大学
国際戦略企画室助教）

GIAHSワークショップ終了後に記念撮影
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ま
し
た
。
参
加
者
は
、
八
女
茶
山
唄
や
踊
り
の
体
験
、

竹
林
の
剪
定
、
薪
割
り
、
食
事
の
準
備
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
の
生
活
文
化
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
得
ま

し
た
。

本
演
習
の
印
象
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

地
域
の
魅
力
を
「
写
真
・
言
葉
・
音
声
」
の
三
つ
の

メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
記
録
・
表
現
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
で
は
参
加

者
が
自
ら
の
感
性
に
基
づ
い
て
地
域
の
風
景
や
文
化

的
要
素
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
多
様
な
表
現
手
法
で
記

録
し
ま
し
た
。
作
品
は
他
の
参
加
学
生
と
共
有
さ
れ
、

異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
参
加
者
同
士
が
地
域
の

魅
力
を
再
解
釈
し
合
う
貴
重
な
対
話
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
人
学
生
を
交
え

た
多
文
化
的
な
視
点
か
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
域
固
有
の
文
化
や

農
村
資
源
の
継
承
に
つ
い
て
、
「
世
界
で
都
市
空
間

の
均
質
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
文
化
の
継

承
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の
基
盤
と
な
る
」

「
農
村
の
知
恵
や
伝
統
は
、
持
続
可
能
な
未
来
へ
の

指
針
と
な
り
得
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
察
を
深
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
対
話
を
通
じ
て
、
農
村
文
化
の
継
承
は
、

過
去
の
価
値
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
に
向
け
て

新
た
な
意
味
を
見
出
し
て
い
く
創
造
的
な
取
り
組
み

で
あ
り
、
異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
互
い

に
理
解
を
深
め
る
た
め
の
対
話
の
場
で
も
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
修
了
式
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
日
本
へ
の
留
学
意
欲
の
高

ま
り
や
、
今
後
も
同
様
の
交
流
事
業
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

11
月
に
は
、
モ
ロ
ッ
コ
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
を
訪
問
し
、
今

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
招
へ
い
し
た
学
生
や
教
員
と
再

会
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
日
本
留
学
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
と
と
も
に
、
招

へ
い
学
生
が
日
本
の
大
学
院
（
修
士
課
程
）
へ
の
出

願
を
終
え
た
と
い
う
嬉
し
い
知
ら
せ
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
室
の
教
員
と
の
間
で
、
今
後
の
学
術
交

流
や
学
生
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の

Ｍ
Ｓ
Ｂ
と
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
力
校
で
も
あ
る
Ａ
Ｐ

Ｕ
の
間
で
も
、
教
員
同
士
で
学
術
交
流
に
関
す
る
協

議
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
農
業
・
文
化
・
芸
術
を
融
合

し
た
学
際
的
な
取

り
組
み
に
よ
り
、

地
域
資
源
の
継
承

と
国
際
的
な
相
互

理
解
を
促
進
す
る

貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
加
え

て
、
こ
の
取
り
組

み
は
一
過
性
の
交

流
を
超
え
、
持
続

的
な
関
係
構
築
と

相
互
理
解
の
深
化

を
図
る
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
で
あ
り
、

今
後
の
国
際
交
流

事
業
へ
の
挑
戦
に

向
け
た
確
か
な
基

盤
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
ご
支
援

い
た
だ
い
た
科
学

技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
関

係
者
の
皆
様
、
な

ら
び
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
す
べ
て

の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

農村資源や文化を継承する意義について議論

創造農村デザイン演習「八女茶山唄のワークショップ」を終えて

創造農村デザイン演習「竹林の剪定作業」




